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美
作
国
絵
図

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

こ
の
絵
図
は
、
津
山
藩
が
一
○
万
石

に
復
帰
し
た
翌
年
の
も
の
で
あ
る
。

慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
、
森
忠
政
が

美
作
一
国
一
八
万
六
五
○
○
石
を
領
し

た
。
そ
の
後
、
元
禄
一
○
年
（
一
六
九

八
）
に
森
氏
除
封
に
至
る
間
、
新
田
開

発
に
よ
っ
て
、
実
高
が
二
五
万
九
○
○

○
石
余
に
達
し
た
。
翌
二
年
以
後
は
、

こ
の
実
高
が
諸
藩
に
分
地
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

津
山
藩
で
は
、
松
平
氏
が
一
○
万
石

を
領
し
た
が
、
享
保
・
一
一
年
（
一
七
二

六
）
に
藩
主
浅
五
郎
が
没
し
た
た
め
五

万
石
に
減
石
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一

七
）
に
将
軍
家
斉
の
子
斉
民
（
幼
名
銀

之
助
）
を
養
嗣
と
し
て
一
○
万
石
に
復

し
た
。

（
神
尾
脊
）
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六
郎
左
衛
門
は
幕
命
に
よ
る
大
砲
鋳

造
に
関
し
て
、
二
月
以
来
、
自
宅
で

締
入
り
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
目
録

伝
授
は
高
弟
の
取
次
を
必
要
し
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
入
念
に
目
録
を
作

成
す
る
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
か
．
例

年
に
な
く
伝
授
が
多
か
っ
た
。
彼
は

そ
の
年
す
な
わ
ち
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）
二
月
一
四
日
に
自
害
し
た
。

川
村
良
次
郎
は
安
政
六
年
（
一
八

五
九
）
に
生
ま
れ
た
。
父
は
熊
蔵
、

祖
父
は
久
米
蔵
で
あ
る
。
久
米
蔵
は

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
に
使

組
小
頭
か
ら
徒
と
し
て
召
出
さ
れ
、

六
石
三
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
が
、
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
一
二
月
に
熊

蔵
に
番
代
り
し
た
。
す
な
わ
ち
家
督

を
ゆ
ず
っ
た
。
以
下
は
津
山
藩
の

『
勘
定
奉
行
日
記
』
（
当
館
蔵
）
に

よ
り
、
後
に
津
山
神
伝
流
を
発
展
さ

せ
た
川
村
良
次
郎
の
青
年
期
を
中
心

に
、
新
潟
へ
神
伝
流
の
一
派
を
伝
え

た
村
山
左
京
（
正
臣
）
そ
の
他
に
つ

い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。

良
次
郎
は
武
術
に
励
ん
で
、
剣
術
、

柔
術
に
出
精
し
た
と
し
て
賞
詞
を
与

え
ら
れ
、
第
一
次
長
州
征
伐
に
も
従

軍
し
た
が
、
慶
応
二
年
正
月
二
八
日

に
は
揚
心
流
柔
術
目
録
伝
授
が
す
ん

だ
に
つ
い
て
銀
一
五
匁
を
も
っ
て
賞

さ
れ
た
。

父
の
熊
蔵
は
次
の
よ
う
な
内
意
書

を
同
三
年
二
月
二
一
日
に
提
出
し
て

聞
き
届
け
ら
れ
た
。

私
体
良
次
郎
義
、
当
卯
一
九
歳

罷
成
候
処
、
御
徒
勤
井
下
勘
定
所

見
習
同
様
差
出
し
申
度
奉
レ
存
候
。

此
殿
御
内
意
申
上
候
。
以
上
。

良
次
郎
は
勘
定
吟
味
に
召
し
連
れ

ら
れ
て
、
同
二
五
日
に
藩
の
財
務
を

担
当
す
る
勘
定
所
へ
初
出
勤
し
た
。

五
月
一
八
日
に
は
、
西
洋
流
鼓
手
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神
伝
流
余
話修

業
を
二
一
名
の
者
に
達
せ
ら
れ

た
が
、
そ
の
中
に
川
村
良
次
郎
、
石

名
平
蔵
（
当
年
一
七
歳
、
善
穣
の
父
）

も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き

三
月
三
日
に
村
山
左
京
は
大
目
付
兼

帯
と
な
っ
て
重
役
の
仲
間
入
り
を
し
、

六
月
に
は
大
目
付
の
月
番
を
勤
め
た
。

九
月
九
日
に
、
御
用
所
に
お
い
て

御
用
番
年
寄
の
村
山
左
仲
（
左
京
の

養
父
）
か
ら
父
熊
蔵
に
対
し
、
惇
良

次
郎
の
水
練
目
録
伝
授
の
賞
と
し
て

銀
一
五
匁
を
下
さ
れ
る
と
の
申
渡
し

が
あ
っ
た
。
同
日
、
中
村
覚
兵
衛
惇

逸
男
に
は
同
じ
く
金
一
○
○
疋
が
与

え
ら
れ
た
（
銀
一
五
匁
は
金
一
○
○

疋
に
相
当
）
。

同
年
末
に
大
政
奉
還
が
あ
り
、
津

山
藩
も
人
数
を
繰
出
さ
な
け
れ
ば
す

ま
な
い
形
勢
と
な
り
、
京
都
留
守
居

の
村
山
左
京
は
早
追
で
津
山
へ
帰
り
、

同
四
年
正
月
五
日
に
砲
兵
頭
と
し
て

上
方
筋
へ
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
八
日

朝
、
一
四
○
人
の
一
隊
を
率
い
て
出

発
し
た
。
し
か
し
既
に
鳥
羽
伏
見
戦

は
終
っ
て
い
た
か
ら
、
実
戦
に
は
加

わ
ら
な
か
っ
た
。

水
練
目
録
伝
授
に
つ
い
て
同
年
八

月
一
八
日
に
、
島
田
軍
治
兵
衛
惇
富

次
郎
、
寛
幸
次
郎
弟
剣
吉
郎
、
芦
沢

彦
次
郎
弟
鴻
之
助
、
松
本
米
助
は
金

一
○
○
疋
を
、
清
水
新
助
惇
亥
之
吉

桑
山
源
六
弟
仙
之
助
は
銀
一
五
匁
を

与
え
ら
れ
た
。
神
』
一
、
ｊ
師
役
の
植
原

江
戸
幕
府
が
諸
大
名
へ
の
課
役
と

し
て
、
江
戸
城
以
下
の
重
要
な
建
造

物
を
は
じ
め
、
大
名
の
藩
邸
と
そ
の

付
近
一
帯
の
防
火
の
た
め
「
大
名
火

消
」
を
義
務
付
け
た
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
り
、
津
山
松
平
藩
で
も

歴
代
藩
主
が
主
に
「
浅
草
御
蔵
」
の

火
の
番
御
用
を
度
々
仰
付
か
っ
て
い

る
。

表
⑩
②
は
、
「
桜
田
組
・
大
手
組
」

と
い
う
防
火
組
織
へ
の
出
役
犬
名
と

そ
の
任
期
、
そ
し
て
領
知
・
石
高
を

示
し
た
一
例
で
あ
り
、
共
に
四
荘
の

大
名
に
よ
っ
て
一
組
織
を
編
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
津
山
藩
や

越
後
村
上
内
藤
藩
の
よ
う
に
三
年
以

上
に
及
ぶ
藩
も
あ
れ
ば
、
豊
前
中
津

奥
平
藩
の
よ
う
に
短
期
間
、
ま
た
は

そ
の
他
の
藩
の
よ
う
に
三
・
四
年
の

間
に
二
度
な
い
し
三
度
と
出
役
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
藩
も
あ
る
。

こ
の
時
の
津
山
藩
主
長
無
は
、
享

保
五
年
（
一
七
二
○
）
に
生
ま
れ
、

同
一
一
年
に
津
山
領
五
万
石
を
継
い

ほ
ぼ
「
浅
草
御
蔵
」
の
火
の
番
役
を

勤
め
て
い
る
。
任
期
は
、
ほ
ぼ
半
年

な
い
し
一
年
間
で
あ
る
。

出
役
の
人
数
は
、
石
高
・
格
式
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
。
安
永
三
年

の
『
浅
草
火
之
御
番
御
行
列
』
に
よ

る
と
、
藩
士
が
一
番
手
か
ら
三
番
手

に

御
留
守
居
・
纏
奉
行
・
大
目
付

・
作
事
目
付
・
御
先
手
小
頭
・

御
使
番
・
そ
の
他

に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。

火
消
道
具
と
し
て
は
、

さ
す
又
・
水
寵
・
大
柄
抄
・
梯

子
・
団
・
銃
・
鋸

等
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
消

火
活
動
が
「
破
壊
消
防
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

ま
た
、
火
消
人
足
は
大
多
数
が
臨

時
雇
い
で
あ
っ
た
。
文
化
一
二
年
（

（
一
八
一
五
）
に
は
、
「
先
例
の
通

り
」
と
し
て

足
軽
七
七
人
中
間
一
四
五
人

下
座
見
二
人
矢
倉
番
四
人

鳶
の
者
四
三
人
厩
中
間
一
一

．
人

が
雇
わ
れ
て
い
る
。

「
大
名
火
消
」
と
い
う
課
役
は
、

藩
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宝
暦
一

三
年
か
ら
一
年
間
余
り
の
任
期
中
、

一
九
回
の
火
災
に
出
役
し
て
お
り
、

江
戸
城
下
の
度
重
な
る
出
火
を
考
え

れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
課
役
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。（

神
尾
害
）

津
山
松
平
藩
の
火
消
役
割

彼
の
高
弟
古
谷
為
次
郎
は
、
同
二
年

四
月
二
五
日
に
、
『
水
練
教
授
被
二

仰
付
一
候
・
門
弟
引
廻
し
出
精
可
し
致

候
。
」
と
申
渡
さ
れ
た
。

教
授
は
師
役
に
相
当
す
る
。
こ
こ

に
神
伝
流
は
新
し
い
指
導
者
に
統
率

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
館
長
渡
部
武
）

で
お
り
、
初
め
て
の
火
の
番
御
用
で

あ
っ
た
。

享
保
一
七
年
閏
五
月
五
日
、
老
中

三
名
の
連
名
に
よ
る
奉
書
で
、
次
の

と
お
り
命
じ
ら
れ
て
い
る
Ｐ

出
火
之
節
防
大
手
組
為
二
松
平

Ⅲ
備
後
守
代
一
被
一
一
仰
付
一
候
間
可
し

有
二
勤
仕
一
候

閏
五
月
五
日松

平
伊
豆
守

・
酒
井
讃
岐
守

松
平
左
近
将
監

松
平
越
後
守
殿

大
手
組
の
任
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
は
、

享
保
二
○
年
（
一
七
三
五
）
六
月
一

四
日
で
あ
り
、
代
っ
て
越
後
高
田
松

平
越
中
守
が
命
じ
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
津
山
藩
で
は
、

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
四
月
一

六
日
～
同
三
年
四
月
二
三
日

宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
一
一

月
一
三
日
～
明
和
元
年
（
一
七
六

四
）
一
二
月
七
日

の
一
一
』
．
・
べ
手
組
を
命
じ
ら
れ
、
以
後
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大 手組桜田組
表（１）

７月21日

奥平大膳大夫

８月30日

板倉新十郎

内藤孫三郎

４月ｌ６Ｂ
享保20年４月168

松平大和守

大
名
火
消

こ
の
時
の
「
桜
田
組
・
大
手

組
」
の
大
名
・
領
国
・
石
高
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

内
藤
孫
三
郎

越
後
国
村
上
五
万
石

南
部
修
理
大
夫
利
視

陸
奥
国
盛
岡
一
○
万
石

松
平
大
和
守
義
和

陸
奥
国
白
河
一
五
万
石

松
平
出
雲
守
利
隆

越
中
国
富
山
一
○
万
石

松
平
越
中
守
定
覧

越
後
国
高
田
一
○
万
石

間
部
若
狭
守
詮
方

越
前
国
鰯
江
五
万
石

伊
藤
修
理
亮
祐
永

日
向
国
妖
肥
五
万
一
千
石

丹
羽
左
京
大
夫
高
寛

陸
奥
国
二
本
松
一
○
万
七
百
石

奥
平
大
膳
大
夫
昌
春

豊
前
国
中
津
一
○
万
石

板
倉
新
十
郎

伊
勢
国
亀
山
五
万
石

阿
部
伊
勢
守
正
輿

備
後
国
福
山
一
○
万
石

脇
坂
中
務
少
輔
安
興

播
磨
国
竜
野
五
万
三
千
石

松
平
丹
羽
守
光
雄

信
濃
国
松
本
七
万
石

松
平
左
兵
衛
督
直
常

播
磨
国
明
石
六
万
石

松
平
越
後
守
長
無

美
作
国
津
山
五
万
石

表

(2)

享保20年関３月８日

九鬼伊勢守

●

黒田甲嬰守

享保20年６月１４日

松平越中守

６月14日

立花飛弾守

享保17年４月19日

松平備後守

閏５月５日

水野監物

４月10日

松平出雲守

加鰯遠江守松平左兵衛督

４月19日

阿部伊勢守

;立花飛弾守

７月28日

松平越中守

③

ｉ稲葉能登守
問部若狭守

堀田相模守

10月３日

南部修理大夫11月27日

溝口出雲守

１月25日

安藤対馬守

脇坂中務少輔

享保１８年２月６日

松平丹波守 ／
享保18年４月15日

松平大和守
６月14日

松平左兵衛督

６月14Ｂ

伊藤修理亮

享保19年４月18日

南部修理大失

享保19年４月18日

丹羽左京大夫

松平出雲守

６月14日



郷
土
館
で
は
、
昭
和
五
十
一
八
年
五

月
よ
り
古
文
書
の
講
読
講
習
会
を
、

次
の
と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時
五
月
～
九
月

第
二
・
四
木
曜
日

午
後
一
時
～
三
時

○
場
所
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｏ
定
員
三
○
名

○
諦
師
市
立
津
山
郷
土
館

神
尾
癖

教
育
委
員
会
文
化
係

安
東
治

○
責
料
津
山
松
平
藩
文
書

Ｏ
会
暫
実
費
（
会
場
賀
・
資
料

代
）

Ｏ
申
込
先
当
館
・
四
月
一
日
よ

り
受
付
け
ま
す
。

弓
、
壱
一
帝
、
」
“
司
今
も
豊
弓
、
生
嵩
守
、
仏
蒔
誼
＄
」
堂
調
、
皇
。
訂
・
お
」
二
毛
＄
尖
寓
話
、
竺
再
冠
年
匙
鍾
７
－
、
」
毎
勺
＄
Ｌ
宜
司
、
Ｌ
■
詞
、
』
二
、
記
』
毎
フ
、
Ｌ
一
ラ
、
Ｌ
・
前
４
口
と
与
り
、
垂
ロ
ブ
、
里
一
う
、
鳥
郡
司
、
Ｌ
』
ヲ
＄
＆
一
弓
、
．
」
・
『
、
●
Ｌ
一
弓
完
Ｌ
阜
語
＄
Ｌ
一

「
平
沼
駿
一
郎
」
と
聞
い
て
も
、
別
邸
で
あ
っ
た
が
、
津
山
市
へ
贈
ら

余
り
定
か
で
な
い
返
事
を
す
る
津
山
れ
今
日
の
よ
う
に
郷
土
館
と
し
て
使

の
人
が
い
る
時
代
に
な
っ
た
。
そ
こ
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
沼
験

で
、
郷
土
館
と
平
沼
駿
一
郎
の
関
係
一
郎
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
南

に
つ
い
て
、
次
に
取
り
上
げ
て
み
た
新
座
の
松
平
藩
士
平
沼
晋
の
子
と
し

て
誕
生
し
、
五
歳
の
時
、
兄
淑
郎
と

、
ａ
。

１
Ｖ

郷
土
館
は
、
も
と
平
沼
駿
一
郎
の
共
に
父
に
連
れ
ら
れ
江
戸
へ
行
っ
た
。

i；

郷 土館案内④
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皇
子
・
恥
＆
”
つ
お
Ｌ
旨
宝
●
、
Ｌ
■
訂
詑
凸
・
帝
一
、
Ｌ
再
弔
先
・
」
■
勺
・
や
凸
。
都
、
Ｌ
■
、
、
●
Ｌ
菌
勺
、
Ｌ
画
勺
筋
色
璽
、
、
込
垂
『
今
、
＆
”
勺
、
Ｌ
画
可
△
＄
Ｌ
■
勺
・
＄
全
弓
、

い

る
佃

郷
士
館
と
平
沼
腰
一
郎

出
■
う
、
皇
署
勺
、
一
色
ロ
市
。
ｐ
冬
』
弓
一
、
Ｌ
ｍ
Ｔ
』
、
偽
・
下
今
、
Ｌ
冨
予
も
．
Ｌ
・
勺
も
Ｌ
軍
下
粘
」
■
予
粘
Ｌ
、

津山郷土館（館内の庭には道標などが展示されている）

江
戸
で
は
宇
田
川
典
斉
、
繁
作
秋
坪

ら
に
学
び
、
後
、
束
京
大
準
法
学
部

を
卒
業
し
て
司
法
街
に
入
り
、
以
後

司
法
畑
を
歩
い
て
、
そ
の
草
分
け
と

言
わ
れ
る
人
と
な
っ
た
。
検
事
・
判

事
・
大
審
院
長
・
司
法
大
臣
・
枢
密

院
議
長
等
を
経
て
、
昭
和
一
四
年

（
一
九
三
九
）
内
閣
総
理
大
臣
と
な

っ
た
。
彼
が
総
理
と
な
っ
た
知
ら
せ

に
、
郷
土
津
山
は
歓
喜
に
初
き
昼
は

祝
焚
式
夜
は
提
灯
行
列
が
行
な
わ
れ

た
。
当
時
津
山
の
人
に
は
、
戦
一
郎

は
誰
知
ら
ぬ
者
も
な
い
人
物
で
あ
っ

た
の
だ
。

そ
う
し
た
経
歴
の
彼
が
、
昭
和
一

一
年
七
○
歳
を
迎
え
た
時
、
郷
土
の

人
や
法
曹
界
の
人
々
が
、
先
誰
で
あ

る
彼
の
古
稀
を
祝
っ
て
、
験
一
郎
の

念
願
で
あ
っ
た
南
新
座
の
土
地
を
買

い
戻
し
、
そ
の
地
に
武
家
屋
蚊
の
姿

を
復
元
し
別
邸
を
建
て
て
彼
に
贈
っ

た
。
そ
の
贈
呈
式
が
、
新
築
家
屋
で

昭
和
一
二
年
七
月
に
行
な
わ
れ
た
が

そ
の
後
、
毎
年
墓
参
に
帰
津
し
た
際

こ
の
別
邸
を
利
川
し
た
。
ま
た
、
昭

和
一
六
年
彼
が
桑
漢
に
襲
わ
れ
負
傷

し
た
時
も
、
こ
こ
で
し
ば
ら
く
保
養

を
続
け
た
。

戦
後
、
彼
は
戦
犯
と
な
り
巣
鴨
に

送
ら
れ
た
が
、
こ
の
別
邸
は
昭
和
二

一
年
よ
り
進
駐
軍
の
宿
舎
と
な
り
、

二
五
年
撤
退
す
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

そ
の
直
後
、
別
邸
は
市
へ
寄
贈
さ

れ
、
同
年
一
二
月
郷
土
館
開
設
の
連

ぴ
と
な
っ
た
。
当
時
、
佐
良
山
古
城

の
発
棚
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

展
示
を
兼
ね
別
邸
は
津
山
市
立
郷
土

館
と
し
て
、
翌
二
六
年
一
一
月
三
日

開
館
し
た
。
そ
の
後
昭
和
三
四
年

津
山
藩
主
松
平
家
か
ら
多
く
の
歴
史

資
料
が
市
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
こ

れ
も
加
え
更
に
市
民
か
ら
の
資
料
を

も
受
け
保
管
展
示
に
当
っ
て
い
る
。

郷
土
館
収
蔵
の
黄
料
は
、
昭
和
五

八
年
一
月
現
在
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

回
誰
画
職
の
部

一
般
図
神
一
二
六
一
五
冊

化
土
有
隣
文
庫
六
二
○
冊

国
政
輝
郎
文
庫
四
一
九
冊

道
家
大
門
文
庫
一
三
三
一
冊

本
沢
信
美
文
庫
五
三
一
冊

諸
家
四
九
八
冊

回
古
文
書
の
部

津
山
松
平
藩
文
書
六
五
○
六
点

玉
髄
家
文
審
（
町
方
）
一
○
六
二
点

山
北
村
文
群
（
村
方
）
一
四
二
七
点

大
爺
家
文
僻
（
村
方
）
三
九
三
点

諭
家
一
○
八
九
点

回
絵
両
の
部
一
九
点

回
墨
跡
の
部
三
二
点

回
金
工
の
部
一
○
点

こ
れ
ら
資
料
は
整
理
が
終
っ
て
お

り
、
一
般
へ
の
展
示
公
開
、
歴
史
の

研
究
に
供
し
て
い
る
。
こ
の
他
で
は
、

現
在
整
理
中
の
和
書
、
漢
籍
類
（
愛

山
文
庫
）
や
、
未
整
理
の
明
治
以
後

の
行
．
、
炎
料
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て

Ｉ
Ｌ
Ｅ
瞳
」
に

》
、
一
一
一
４

－
』
一
一
』
一

一
一
一
一
一
一
一

一
、
一
騨
癖

．
Ⅱ
一

》
》
割
一
議

’
三
一
一
一
吟

コ
ー
霊
一
コ
弓Ｉ
庫＝＝＝＝-＝－－口j津山駅江

郷土館

－１１
ロ龍山駅より徒歩15分

講
習
会
案
内
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